
 
 
 報道機関 各位  

公立大学法人大阪市立大学  
 
 
 
 
 

大阪市立大学は、平成 23 年 8 月 24 日（水）から 8 月 26 日（金）までの３日間、文

学部において特別授業科目「上方文化講座２０１１」（主催：大阪市立大学文学部 協

力：（財）文楽協会）を開催し、本学学生と共に受講する、上方文化に関心のある方 70
名を募集します。 
 

「上方文化講座」は、平成 16 年度から新たに開設された授業科目で、大阪の地に歴

史的に育まれた文化、とりわけ伝統芸能「文楽」に光を当て、学問的体系の下に学ぼう

とするものです。講師として文楽界の第一線で活躍する技芸員を招き、本学教員との共

同作業により授業を組み立てていきます。 

今年度開講の「上方文化講座 2011」は、『生写朝顔話
しょううつしあさがおばなし

大阪を代表する伝統芸能「文楽」は、平成 15 年にユネスコの「人類の口承及び無形

遺産の傑作」にも選定されました。大阪生まれの文楽が「人類共通の宝」たりうるのは

なぜか、その普遍的意義を捉え、世界的芸術文化の広がりの中に位置づけようとするの

が本講座の目指すところです。 

』を題材に、その普遍的な魅

力を多角的に分析していきます。 

 
記 

 
１ 開催日時 平成 23 年 8 月 24 日（水）～26 日（金） 

午前９時 30 分～午後４時 00 分（各日とも） 
 
２ 会  場  大阪市立大学学術情報総合センター 10 階 大会議室 

（JR 阪和線「杉本町（大阪市立大学前）」駅下車 徒歩５分） 
 
３ 内  容  『生写朝顔話』を３日間の集中講義で研究分析する。 
         ※３日間通しての受講が原則です。 
 

2011 年 4 月 27 日   

「上方文化講座 2011」の受講生を募集します！ 

プレスリリース 



４ 講  師  竹本津駒大夫（太夫）、鶴澤清介（三味線）、桐竹勘十郎（人形遣い） 
久堀裕朗（日本近世文学）、塚田孝（日本近世史）、村田正博（日本古

代文学）、松浦恆雄（中国演劇）、丹羽哲也（日本語文法）、小林直樹

（日本中世文学） 
 
５ 募集人員  ７０名（申し込み多数の場合抽選） 

※抽選結果は返信用官製ハガキで８月上旬までに通知します。 
 
６ 参 加 料  無 料 
 
７ 申込方法  住所、氏名、電話番号、400 字程度で受講動機を記したものに、返信

用官製ハガキ（住所、氏名を記入のこと）を添え、封書で下記まで郵

送してください。 
〒558－8585 （住所不要） 
大阪市立大学文学部事務室「上方文化講座」係 

 
８ 申込締切 ７月２６日（火）必着 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■本件に関するお問合せ先 

大阪市立大学文学部事務室「上方文化講座」係  担当：濱田 
TEL : 06-6605-2351（平日（月～金）午前９時～午後５時） FAX : 06-6605-2357 



上方文化講座2011上方文化講座2011

●受講ご希望の方は下記の要領でお申し込みください。

募集人員：70名（申し込み多数の場合、抽選。結果は返信用ハガキで８月上旬に通知）
受 講 料：無料
申込方法：申込書（書式自由）に住所・氏名・電話番号・受講動機〈400字程度〉を記し、返信用の官製ハガキ（住所・氏名を記入のこと）を添え、封書にて郵送
申込締切：７月26日（必着）
申 込 先：〒558-8585　大阪市住吉区杉本3-3-138　大阪市立大学文学部事務室「上方文化講座」係
＊講座は３日間通しの受講が条件となります。お問い合わせ　文学部事務室　℡06-6605-2351（平日9時～17時）
＊ご記入いただきました個人情報は他の目的には使用いたしません。

しょう　　　うつし　　　 あさ　　     がお　   　 ばなし

生写朝顔話生写朝顔話
久堀裕朗（日本近世文学） 塚田　孝（日本近世史）

村田正博（日本古代文学） 松浦恆雄（中国演劇）

丹羽哲也（日本語文法） 小林直樹（日本中世文学）

久堀裕朗（日本近世文学） 塚田　孝（日本近世史）

村田正博（日本古代文学） 松浦恆雄（中国演劇）

丹羽哲也（日本語文法） 小林直樹（日本中世文学）

■授業期間
　２０１1年８月２４日（水）～８月２６日（金）

■授業時間
　連日９時３０分～１６時

■授業教室
　大阪市立大学学術情報
　総合センター１０階大会議室



　上方文化講座は大阪市立大学文学部が2004年度より開設した特別授業科目です。大阪の地に歴史的に育まれた文化、わけ

ても伝統芸能「文楽」に光をあて、学問的体系のもとに学ぼうとするものです。

　その第一の特色は、文楽界の中核を担う名手、竹本津駒大夫（太夫）・鶴澤清介（三味線）・桐竹勘十郎（人形遣い）の三師

を学外非常勤講師としてお招きし、文学研究科スタッフとの共同作業により授業を組み立てていく点にあります。さらに第二の特

色として、それが文学部の正規の授業科目であるとともに、一般市民にも公開して行われる点を挙げることができましょう。

　大阪市設置の公立大学に相応しい、教育・研究・社会貢献の三者が一体となった事業として、従来の公開講座の類とは一線

を画した内容を有しています。

上方文化講座2011『生写朝顔話』授業日程

8月24日(水)

8月25日(木)

8月26日(金)

Ⅰ   時代と世話（久堀裕朗）

Ⅱ 『生写朝顔話』解説（久堀裕朗）

Ⅲ   島田・大井川の文学史（小林直樹）

Ⅳ 「喪明之泣」（村田正博）

Ⅰ 『生写朝顔話』〈四段目〉講読（久堀裕朗）

Ⅱ   浄瑠璃の言語（丹羽哲也）

Ⅲ 『生写朝顔話』── 太夫・三味線の芸（竹本津駒大夫・鶴澤清介）

Ⅳ 『生写朝顔話』── 太夫・三味線・人形の芸（竹本津駒大夫・鶴澤清介・桐竹勘十郎）

Ⅰ   近世大坂の芝居町（塚田孝）

Ⅱ 「朝顔日記」と中国演劇（松浦恆雄）

Ⅲ   桐竹勘十郎師に聞く ── 実演をまじえて（桐竹勘十郎）

Ⅳ   文楽の至芸 ── 太夫・三味線・人形、三業一体の舞台（竹本津駒大夫・鶴澤清介・桐竹勘十郎）


